
　家庭とは、生活のもとになる場であり、家族みんなのいこいの場です。

なんでも話し合い、おたがいが深い愛
あ い

情
じょう

や信
し ん ら い

頼で結ばれることが大切です。

 １  よりよい家庭を願って

明るい家庭明るい家庭１１

●大分市人権フォトコンテスト最優秀賞「じぃじと一緒」

お父さんのお話

　家族のみんながいつまでも健康で安心して暮
く

らせ

ることがわたしの願いです。そして、家族の一人ひ

とりが、思いやりの心をもって助け合える家庭にな

ったらいいなと思っています。それには、良かった

こと、困
こ ま

ったことなど、なんでも話せる明るい家庭

になるように努力しなければなりません。

　家族みんなが協力すれば、どんなにつらいことも

乗りこえていけそうです。
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　家族のみんなは、どんな家庭を願っているのでしょうか。大分市内の小学

校で次のような調
ちょうさ

査をしてみました。

　わたしたちが願っている楽しい家庭や明るい家庭は、「思いやりの心」が

基
き ほ ん

本になければならないのではないでしょうか。家族のみんなが、おたがい

を思いやることで、明るく楽しい家庭がつくられていきます。

みんなの願いみんなの願い

みんなの願う家庭 100(％）

26％

23％

15％ 25％ 14％ 17％ 26％

19％ 22％ 18％ 16％

20％ 20％ 17％ 16％

0％ 50％ 100％

おじいさん
おばあさん

お父さん
お母さん

わたしたち

思いやりのある家庭 明るい家庭 何でも話せる家庭 協力する家庭 楽しい家庭

（大分市内小学校 5 年生の調査）

そ
の
他

　あなたは、どんな家庭を願っていますか。おうちの人

はどうでしょうか。

大分市社会福祉協議会
マスコットキャラクター

「ふくしのピロロちゃん」
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　家族のみんなが集まってなごやかに過
す

ごすことで、心のやすらぎが生まれ、

温かい家庭ができてきます。

家族のだんらん家族のだんらん

家庭の日家庭の日

だんらんのようす

大分市内小学校５年生の調査

　家族でよくいっしょ
にすることはどんなこ
とですか。

　家族でよく話すこと
はどんなことですか。

　大分県では毎月第３日曜日を「家

庭の日」と定めて、家族のふれ合い

を大切にする取組をしています。
●親子走り方教室
　（稙田公民館「家庭の日推進事業」）

　あなたの家庭では、「家庭の日」をどのように過ごし

ていますか。

食事をする
29％

学校での出来事
38％

テレビ番組の話
19％

テレビを見る
27％

話をする
15％

お茶を飲む
11％

ゲームをする
4％

外出・外食をする
3％

スポーツをする
1％

その他
10％

その他
10％

友達の話
10％

家族のその日の
出来事
9％

社会の出来事
7％

勉強のこと
7％

●親子陶芸教室
　（大分西部公民館「家庭の日推進事業」）
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　明るく楽しい家庭を築
きず

いていくには、家族みんなが協力し、おたがいに助

け合っていくことが大切です。

２  家族の助け合い

働くお父さんやお母さんのお話

　仕事をして帰ると、一番にすることは、夕食の

用意です。外の仕事でとてもつかれているので、

少し休みたいけど、家族のみんなのために夕食の

用意をします。

　他にもする家庭の仕事は多いけど、子どもたち

が、洗
せ ん

たく物を取り入れてたたんだり、食器洗い

をしてくれたりしています。

　毎日、仕事はいそがしいけれど、家族の

みんなが、家庭の仕事をしてくれるので助

かっています。

　家庭の仕事で、特にそうじなど日ごろで

きないところは、家族全員がそろう休みの

日にします。みんなが協力してくれるので、

早く終わり、とてもうれしいです。

　わたしたちは、家族の一員として、おたがいの立場や役割を知り、家庭の

仕事を分
ぶ ん た ん

担しています。自分ができることは、進んでチャレンジしてみまし

ょう。

家族の役
や く

割
わ り

家族の役
や く

割
わ り

食事をする
29％

学校での出来事
38％

テレビ番組の話
19％

テレビを見る
27％

話をする
15％

お茶を飲む
11％

ゲームをする
4％

外出・外食をする
3％

スポーツをする
1％

その他
10％

その他
10％

友達の話
10％

家族のその日の
出来事
9％

社会の出来事
7％

勉強のこと
7％
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小学生の家庭の仕事
（大分市内小学校５年生の調

ちょう

査
さ

）

自分にできる仕事を見つけましょう。

★どんな家庭の仕事をしていますか

食器の上げ下げ

洗たく物の片付け

おつかい

調理の手伝い

お風呂そうじ

ゴミすて

床そうじ

食器洗い

新聞とり

洗たくほし

0％ 50％ 100％

67％

48％

48％

41％

27％

25％

20％

18％

15％

14％

★あなたはどれくらい家庭の仕事をしていますか

ほとんど毎日する

週４～６回

週２～３回

週１回以下

ほとんどしない

0％ 50％ 100％

51％

18％

14％

13％

4％

　家庭の仕事をしている人が多いですね。

　家族の役
や く わ り

割や家庭の仕事の分
ぶ ん た ん

担について考え、自分にできる仕事を

見つけ、進んで実行しましょう。
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３  わたしと家族

　家庭でのそれぞれの役
やくわり

割を考えることが、家族のつながりをよりいっそう

深め、明るい家庭を築
きず

くことになります。

お父さんとお母さん
小 ２ 作 文

　ぼくのお父さんとお母さんは、耳が聞こえません。小さいときぼくは、「マ

マ、パパ、どうしてぼくの声が聞こえないの？」と思いました。聞こえな

いから、「こわいかな？」とも、思いました。

　お父さんとお母さんは、手話で話します。ぼくはあんまり手話ができま

せん。だから、ぼくの言っていることがわかっているかどうかふあんにな

ります。

　れんらくちょうに、わすれもののことを書いて、「これなに？」って言わ

れたから、手話で言ったけど、わかってくれなかったのでふあんでした。

　ぼくは小さいころ、手話ができませんでした。A 兄ちゃんが、いっしょに、

手話をしてくれました。

　一年生のとき、A 兄ちゃんから、手話を教えてもらいました。あそび、

しゅくだい、おかし、ごはん、おはよう、かい物、しごと、じてんしゃが

言えるようになりました。手話ができるようになってうれしかったです。

　これからもたくさん手話をおぼえたいです。お父さんとお母さんのため

に、手話つうやくをしてあげたい

です。

　お父さんやお母さんのともだち

も、耳が聞こえません。その人た

ちともなかよくなりたいから、も

っと手話をおぼえていきたいです。

　自分の家族を見つめて、明るい家庭をつくるために、

あなたはこれから先どんなことができますか。
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